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は
じ
め
に

【
基
本
篇
】

第
一
講
　
古
　
典

古
典
に
つ
い
て
／
経
書
は
難
解
で
あ
る
／
経
書

と
は
／
注
釈
と
小
学
・
辞
書
―
古
典
を
理
解
す

る
い
く
つ
か
の
方
法

第
二
講
　
注
　
釈

春
秋
時
代
と
前
漢
時
代
の
ギ
ャ
ッ
プ
／
前
漢
時

代
の「
伝
」や「
記
」／
注
と
疏

第
三
講
　『
十
三
経
注
疏
』
の
概
要

『
十
三
経
注
疏
』
と
は
／
経
・
伝
・
注
・
疏
・
音
義

―
五
つ
の
層
／
阮
元
本
『
十
三
経
注
疏
』
に
つ
い

て
第
四
講
　
字
　
形
―
文
字
学

形
・
音
・
義
―
漢
字
の
三
要
素
／
文
字
の
変
遷

／小
篆
と
『
説
文
解
字
』／
隷
書
以
後
／
文
字
学
と

は
第
五
講
　
字
　
音
―
音
韻
学

音
韻
学
に
つ
い
て
／
音
と
は
何
か
／
『
経
典
釈

文
』
と
い
う
注
釈
／
『
経
典
釈
文
』
の
音
や
義
／

多
音
字
を
識
別
す
る
／
『
広
韻
』
の
利
用

第
六
講
　
字
　
義
―
訓
詁
学

訓
詁
学
／『
爾
雅
』／『
説
文
解
字
』

第
七
講
　
辞
　
書

注
釈
の
訓
詁
が
辞
書
に
な
る
／
訓
詁
書
と
現
代

の
辞
書

第
八
講
　
句
読
・
文
法

句
読
に
つ
い
て
／
文
　
法

【
読
解
篇
】

第
九
講
　『
孝
経
』
の
注
を
読
む

経
書
の
注
釈
を
読
む
／
『
孝
経
』
の
注
／
開
宗
明

義
章
の
読
解
／
『
経
典
釈
文
』
の
「
孝
経
音
義
」

／
経
文
の
お
さ
ら
い
／
『
孝
経
』
と
い
う
や
さ
し

い
経
典
／
訓
読
文

コ
ラ
ム
『
孝
経
』
―
誰
も
が
学
ぶ
儒
教
経
典

第
十
講
　『
論
語
』
の
注
を
読
む

『
論
語
』
の
注
／
八
佾
篇
「
与
其
媚
於
奥
」
章
／

『
経
典
釈
文
』
の
「
論
語
音
義
」
／
経
文
の
お
さ

ら
い
／
『
太
平
記
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
語
』
／

訓
読
文

コ
ラ
ム
『
論
語
』
―
古
注
と
新
注

第
十
一
講
　『
周
易
』
の
注
疏
を
読
む

『
周
易
』
と
そ
の
注
疏
／
繫
辞
下
伝
「
古
者
包
犧

氏
之
王
天
下
也
」
節
／
『
経
典
釈
文
』
の
「
周
易

音
義
」
／
経
文
の
お
さ
ら
い
／
訓
読
文

コ
ラ
ム
『
周
易
』
―
十
翼
を
め
ぐ
っ
て

第
十
二
講
　『
尚
書
』
の
注
疏
を
読
む

『
尚
書
』
と
そ
の
注
疏
／
『
尚
書
』
金
縢
の
冒
頭

／
『
経
典
釈
文
』
の
「
古
文
尚
書
音
義
」
／
経
文

の
お
さ
ら
い
／
『
三
教
指
帰
』
に
見
え
る
『
尚
書
』

の
文
言
／
訓
読
文

コ
ラ
ム
『
尚
書
』
―
現
行
本
か
ら
遡
る

第
十
三
講
　『
詩
』
の
注
疏
を
読
む

『
詩
』
と
そ
の
注
疏
／
召
南
「
羔
羊
」
／
『
経
典

釈
文
』
の
「
毛
詩
音
義
」
／
経
文
の
お
さ
ら
い
／

訓
読
文

コ
ラ
ム
『
詩
』
―
『
毛
詩
』
以
外
の
『
詩
』

第
十
四
講
　『
礼
記
』
の
注
疏
を
読
む

『
礼
記
』
と
そ
の
注
疏
／
檀
弓
上
「
大
公
封
於
營

丘
」
節
／
『
経
典
釈
文
』
の
「
礼
記
音
義
」
／
経

文
の
お
さ
ら
い
／
訓
読
文

コ
ラ
ム
『
礼
記
』
―
四
十
九
篇
の
複
雑
さ

第
十
五
講
　『
春
秋
左
氏
伝
』
の
注
疏
を
読
む

『
春
秋
左
氏
伝
』
と
そ
の
注
疏
／
隠
公
五
年
「
春

公
矢
魚
于
棠
」
段
／
『
経
典
釈
文
』
の
「
春
秋
左

氏
音
義
」
／
経
文
の
お
さ
ら
い
／
訓
読
文

コ
ラ
ム
『
春
秋
』
―
孔
子
の
筆
削
を
め
ぐ
っ
て

お
わ
り
に
／
参
考
文
献
一
覧

附
　
録
（
一
）　
訓
詁
の
い
ろ
い
ろ
／
（
二
）　
多

音
字
挙
例
／
（
三
）　
ピ
ン
イ
ン
つ
き
本
文

【
著
者
略
歴
】　
一
九
七
〇
年
生
ま
れ
、
福
岡
県
出
身
。
東
京
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
科
卒
業
、
同
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
文
学
、
東
京
大

学
）。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
、
千
葉
大
学
文
学
部
助
教
授
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授
を
経
て
、
現
在
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
。
専
攻

は
中
国
古
典
学
。
著
書
に
、『
中
国
中
古
の
学
術
』（
研
文
出
版
）、『
目
録
学
の
誕
生
―
―
劉
向
が
生
ん
だ
書
物
文
化
』（
京
大
人
文
研
東
方
学
叢
書
、
臨
川
書
店
）、『
漢
唐

注
疏
写
本
研
究
』（
中
国
語
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
）、『
中
国
中
古
の
学
術
と
社
会
』（
法
藏
館
）、
訳
書
に
、
余
嘉
錫
『
古
書
通
例
―
―
中
国
文
献
学
入
門
』、
同
『
目
録

学
発
微
―
―
中
国
文
献
分
類
法
』（
い
ず
れ
も
共
訳
、
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
）、
井
筒
俊
彦
『
老
子
道
徳
経
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
な
ど
が
あ
る
。

「
中
国
古
典
を
自
分
の
力
で
読
ん
で
み
た
く
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」。
注
釈
を
利
用
し
て
古
典
を

読
む
。
そ
の
手
法
を
基
礎
と
実
践
で
学
ぶ
た

め
の
一
冊
。「
経
書
の
巻
」
で
は
儒
教
経
典
の

孝
経
・
論
語
・
周
易
・
尚
書
・
詩
・
礼
記
・

春
秋
左
氏
伝
の
注
釈
の
読
解
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

経
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巻

2022 年 9 月刊行


